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横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
東
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

全
力
プ
レ
ー
で
頂
点
へ
！

　

11
月
29
日
・
30
日
、
横
手
体
育

館
と
雄
物
川
体
育
館
を
会
場
に
、

第
３
回
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
東
日

本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
か
ら
茨

城
ま
で
、
東
日
本
の
道
県
か
ら
男

女
16
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
コ
ー
ト

上
で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

雄
物
川
体
育
館
で
行
わ
れ
た
男

子
予
選
リ
ー
グ
で
、
秋
田
県
選
抜

は
、
１
勝
２
敗
の
３
位
と
な
り
、

順
位
決
定
戦
で
は
、
青
森
県
選
抜

を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
、
５
位
で

大
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

女
子
の
秋
田
県
選
抜
は
、
２
勝

１
敗
で
３
チ
ー
ム
が
並
び
、
セ
ッ

ト
率
の
差
で
予
選
を
１
位
通
過
。

二
日
目
の
準
決
勝
で
青
森
県
選
抜

を
退
け
、
新
潟
県
と
の
決
勝
で
は

セ
ッ
ト
を
失
い
な
が
ら
粘
り
の
バ

レ
ー
で
、
秋
田
県
選
抜
と
し
て
大

会
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

秋
田
県
女
子
・
三
浦
菜
々
主
将

は
「
試
合
を
重
ね
る
た
び
に
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
も
練
習
の
成
果
を
出

せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

男
女
の
秋
田
県
選
抜
チ
ー
ム
は

12
月
25
日
か
ら
大
阪
で
行
わ
れ
る

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１_開会式で選手宣誓を行った秋田県選抜男子主将・田畑聡一郎選手（横手北中）　２_惜しくも準決勝進出は逃した
ものの、善戦した秋田県選抜男子・柴田選手（横手明峰中）のスパイク　３_チームワークを発揮した秋田県選抜女子
チーム試合前の円陣　４_秋田県選抜女子・進藤選手の強烈なスパイク　５_優勝メダルを胸に晴れやかな表情
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市政の窓行政報告 

平成26年度 横手市農業フォーラム

横手の『農』で輝く未来を

榊田みどり氏（円内）の講演の様子

表彰の様子（上）と意見発表する戸巻氏（下）

災害時のコミュニケーションを考える講演会

大災害に備え一緒に考えよう
　

多
文
化
共
生
事
業
『
外
国
人
も
安

心
し
て
く
ら
せ
る〝
ま
ち
〞を
目
指
し

て
』の
一
環
と
し
て
、11
月
15
日
、2Ｙ

ぷ
ら
ざ
で
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
大
学
・
松
岡
洋
子
准
教
授
が

『
も
し
も
の
と
き
、
わ
た
し
は
、
わ

た
し
た
ち
は
、
わ
た
し
の
ま
ち
は
』

と
題
し
て
講
演
。
東
日
本
大
震
災
の

発
生
時
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
取
れ
な
い
た
め
、
つ
ら
い
経

験
を
し
た
外
国
人
の
当
時
の
状
況
を

振
り
返
り
、
支
援
の
必
要
性
に
つ
い

て
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、

外
国
人
に
対
応
で
き
る
情
報
伝
達
体

制
の
構
築
や
、
自
分
に
何
が
出
来
る

の
か
を
考
え
る
場
を
持
つ
こ
と
が
大

事
だ
と
話
し
ま
し
た
。

　

横
手
市
に
住
む
外
国
人
数
は
県
内

で
２
番
目
に
多
い
約
３
３
０
人
で
す
。

共
に
安
心
、
安
全
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
災
害
時
の
外
国
人
支
援
を

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

市政の窓  行政報告

災害時の具体的な対応策を考えておく
ことが必要だと話す松岡准教授（左）

観光アドバイザーと『横手の宝』を考える
しょうへい

第３回アイデア料理コンテストinさんない

特産品を生かそう

審査の様子と最優秀賞の『さんな
いだんご』（円内）

　

11
月
21
日
、
浅
舞
公
民
館
で
、
農

業
者
間
の
連
携
を
深
め
、
横
手
市
の

農
業
の
発
展
を
目
的
と
し
た
『
農
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
髙
橋
市
長
が
「
共
に
が

ん
ば
る
農
政
を
み
ん
な
で
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た

後
、
優
良
農
業
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
意
欲
的
に
経
営
改
革
に
取
り

組
み
、
農
業
振
興
に
貢
献
し
て
い
る

個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

１
個
人
３
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
若
手
農
業
者
の
戸
巻
透

氏（
大
雄
）が
、
平
成
25
年
度
秋
田
県

農
業
近
代
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
『
ウ
ィ
ン

タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
の
意
見
発
表
部

門
で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
『
羅
針

盤
』
を
発
表
。
「
失
敗
を
繰
り
返
し

て
も
い
い
。『
農
』で
希
望
を
も
っ
て

生
き
て
い
け
る
時
代
を
作
り
た
い
」

と
、
農
業
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
語

り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
『
日
本
の
食
動
向

と
農
業
の
こ
れ
か
ら
』
と
題
し
て
、

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
榊
田
み
ど

り
氏
が
講
演
。
足
元
の
ニ
ー
ズ
を
見

直
し
、
地
域
と
連
携
し
て
成
功
し
た

会
社
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
「
リ

ス
ク
を
考
え
ず
投
資
や
規
模
を
拡
大

す
る
農
業
よ
り
も
、
ロ
ー
カ
ル
路
線

で
地
域
ぐ
る
み
で
負
け
な
い
農
業
経

営
も
大
事
だ
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
催
し
は
、
横
手
で
の
農
業

の
あ
り
方
を
見
直
す
機
会
と
な
り
、

ま
た
、
若
手
農
業
者
の
が
ん
ば
り
に
、

未
来
へ
の
期
待
が
持
た
れ
ま
し
た
。

◎
優
良
農
業
者
の
紹
介
（
敬
称
略
）

【
担
い
手
部
門
・
一
般
の
部
】　
農
事

　
組
合
法
人
ア
グ
リ
ピ
ー
ス（
十
文
字
）

【
担
い
手
部
門
・
新
規
就
農
の
部
】

　
井
上
雅
之（
雄
物
川
）

【
農
村
活
性
化
部
門
】　
農
事
組
合
法

　
人
大
沢
フ
ァ
ー
ム（
横
手
）

【
特
別
賞
】　

浅
舞
婦
人
漬
物
研
究
会

　（
平
鹿
）

　

山
内
ブ
ラ
ン
ド
３
品
目
（
山
内
い

も
の
こ
・
山
内
に
ん
じ
ん
・
い
ぶ
り

が
っ
こ
）
を
使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
が
、
11
月
27
日
、
山
内
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
横
手
市
内
か
ら
９
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
人
参
入
り
の
プ
リ

ン
や
い
も
の
こ
田
楽
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
が
出
品

さ
れ
、
審
査
を
待
つ
間
に
は
、
栄
養

士
の
菅
妙
子
さ
ん
に
よ
る
料
理
の
実

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
互
い

に
出
品
さ
れ
た
料
理
を
試
食
し
、
お

互
い
の
レ
シ
ピ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
藤

田
ミ
キ
子
さ
ん（
山
内
）の
い
も
の
こ

と
人
参
を
使
っ
た
『
さ
ん
な
い
だ
ん

ご
』
が
、
優
秀
賞
に
は
高
橋
香
代
子

さ
ん（
山
内
）の
人
参
を
使
っ
た
『
ス

ー
パ
ー
ど
ん
ぶ
り
』
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
藤
田
さ
ん
は
「
今
後
も
山
内
ブ

ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
『
さ
ん
な
い

だ
ん
ご
』
は
、
道
の
駅
さ
ん
な
い
で

期
間
限
定
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　市では、地域の防災活動に積極的にご協力いただ
いている事業所に『消防団協力事業所表示証』を交付
し、消防団員入団の環境整備や、地域の消防防災体
制の充実を図っています。このほど新たに１事業所
が認定され、11月27日に表示証が交付されました｡

◆事業所名／浅舞酒造-株式会社

◎消防団協力事業所についてのお問い合わせ
　市消防本部総務課（条里北庁舎内）☎32-1111

　11月３日に閉幕した『第29回国民文化祭・あきた
2014』を振り返り、その雰囲気を感じていただくた
めに、各事業のステージなどをピックアップした総
集編を上映します。実際に会場でご覧いただいた方
もそうでない方も、この機会にお楽しみください｡

※午後の上映では、10月25日に開催された『あきた
　ＹＯＳＡＫＯＩキッズ祭り･国民文化祭特別大会』で
　大賞を受賞した『横手舞組』が出演します。

消防団協力事業所
表示証の交付先は54事業所に

国民文化祭を振り返る上映会
 魅せます横手で文化の力！

◆期　日／12月27日(土)
◆時　間／①午前10時30分～ ②午後１時30分～ 
◆場　所／横手市民会館　◆入場料／無料
◆問合せ／市国民文化祭推進室 ☎23-8508

厚木市・横手市小学生交流会

子どもたちが友情を深める
　

11
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
3
日

間
、
釣
り
キ
チ
三
平
の
里
体
験
学
習

館
で
『
厚
木
市
・
横
手
市
小
学
生
交

流
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
横
手
市

は
神
奈
川
県
厚
木
市
と
友
好
都
市
の

関
係
に
あ
り
、
両
市
の
小
学
生
は
1

年
お
き
に
互
い
の
市
を
訪
問
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
両
市
の
児
童
63
人
が

参
加
。
民
謡
体
験
、
箸
づ
く
り
、
そ

ば
打
ち
体
験
な
ど
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

児
童
の
ほ
か
に
中
高
生
が
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
運
営
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
こ
と
が
、
特
徴
に
な

っ
て
い
る
交
流
会
。
会
の
開
催
は
29

回
を
数
え
、
保
護
者
の
中
に
は
か
つ

て
子
ど
も
と
し
て
参
加
し
た
経
験
を

持
つ
人
が
い
る
な
ど
、
友
好
都
市
を

通
じ
た
つ
な
が
り
の
深
い
事
業
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
互
い
の
暮
ら
し
に
触
れ
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
友
情
を
深
め

て
い
く
こ
と
に
期
待
が
持
た
れ
ま
す
。

そば打ち体験で交流を深める子ども
たち

平成26年度 除雪安全対策会議

降雪期に向けて安全対策を確認
　

本
格
的
な
降
雪
期
を
前
に
、
除
排

雪
作
業
に
従
事
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

や
担
当
職
員
な
ど
関
係
者
２
５
０
人

が
出
席
し
、
11
月
19
日
、
条
里
南
庁

舎
で
平
成
26
年
度
除
雪
安
全
対
策
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
髙
橋
市
長
が
、
「
４
年

続
き
の
大
雪
だ
っ
た
昨
季
ま
で
の
教

訓
を
生
か
し
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て

冬
を
乗
り
越
え
た
い
。
ま
た
、
そ
れ

ぞ
れ
が
除
雪
を
担
当
す
る
区
域
を
良

く
知
り
、
高
齢
者
の
住
む
地
区
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
意
識
し
な
が
ら
、
き

め
細
か
な
除
雪
を
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
講
話
が
行
わ
れ
、
横
手

警
察
署
の
佐
藤
交
通
課
長
が
「
秋
田

県
内
の
交
通
事
故
件
数
は
前
年
比
減

と
な
っ
て
い
る
が
、
横
手
署
管
内
で

は
増
加
し
て
い
る
。
深
夜
か
ら
の
作

業
な
ど
で
疲
れ
が
た
ま
り
や
す
く
な

る
。
注
意
し
て
安
全
運
転
を
心
が
け

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
ま
た
、
横
手

労
働
基
準
監
督
署
の
千
葉
労
働
衛
生

専
門
官
が
「
日
々
の
体
調
管
理
に
留

意
し
、
過
重
労
働
に
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
作
業
し
て
ほ
し
い
」
と
、

作
業
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
除
雪
対
策
本
部
を
平
年

よ
り
半
月
早
い
11
月
１
日
に
立
ち
上

げ
、
早
い
時
期
の
降
雪
に
備
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
横
手
市
除
雪

基
本
計
画
に
、
除
雪
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
定
め
、
今
年
度
の
重
点
目

標
と
し
て
、
①
安
全
な
冬
期
交
通
の

確
保
、
②
安
全
で
効
率
的
な
作
業
の

実
施
、
③
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
雪

処
理
対
策
の
３
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

除
雪
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

再
確
認
し
、
安
全
に
作
業
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

安全点検を終え、出動を待つ除雪機械

作業員など関係者を前に髙橋市長があいさつ



区 分

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

職員数

32人

60人

207人

170人

103人

101人

10人

構成比

4.7%

8.8%

30.3%

24.9%

15.1%

14.8%

1.4%

標準的な職務内容

主事、技師

主任

副主査

主査

副主幹

次長、課長、主幹等

部長、事務所長、局長

一般行政職の級別職員数の状況一般行政職の級別職員数の状況

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

　職員の給料は、職務と責任の度合いに応じ、級ごとに区分
されていますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲
載します。

人件費と一般職給与の状況人件費と一般職給与の状況職員手当の状況職員手当の状況

■人件費の状況（平成25年度普通会計決算） ※平成25年度地方財
　政状況調査より

※人件費には、一般職と特別職の職員の給与、議員報酬のほか共済組 
　合負担金、退職手当、公務災害補償費等を含みます。
※普通会計とは、特別養護老人ホーム等の事業会計や、病院、水道の
　企業会計を除いたものです。

■扶養手当、住居手当、通勤手当（平成26年4月1日現在）
金      額

13,000円  
11,000円  
6,500円  
6,500円  
5,000円  
27,000円  
13,500円  
55,000円  

2,000~33,200円  

内　　　　　　容
配偶者

　　　　配偶者がいない職員の扶養親族
　　　　配偶者がいる職員の扶養親族
　　その他１人につき
　　16歳から22歳までの子１人につき加算

借家・借間（上限額）
単身赴任職員の配偶者の借家・借間（上限額）
交通機関利用の場合（上限額）
自動車等の場合（通勤距離に応じて）

配
偶
者
以
外

１
人
目

住居手当
（月額）

通勤手当
（月額）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
　派遣職員などを含み、臨時職員および非常勤職員は除きます。（公営企業管 
　理者は含まず、教育長、消防長は含みます）
※『その他』部門には、国保、介護保険、温泉施設等の各事業が含まれます。

　全体では、前年度比で16人減少しています。
　一般行政の各部門で、業務の見直しなどにより減員となっ
ています。総務・農林部門の増加は、組織再編にともなう配
置換えによるものです。

部門別職員数の状況部門別職員数の状況

※職務上の段階、職務の級等に応じ、加算措置（5～15％）があります。

■期末・勤勉手当の支給割合（平成26年12月1日現在）
支給月
６月
12月
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

■一般職給与の状況（平成24年度､25年度普通会計決算)

※給与費には、給料及び扶養、通勤、住居等の諸手当を含み、退職手当・共済
　組合負担金等は含みません。
※職員数は、各年度の4月1日現在の普通会計に関わる職員数です。

区　分

給与費

職員数

平成24年度

64億411万円

1,126人

平成25年度

61億8,570万円

1,110人

 比　　較

  △2億1,841万円

 △16人

平成26年度
8
231
43
189
100
1
75
40
91
778
140
174
314
396
25
18
122
561
1,653

平成25年度
7
223
47
195
101
1
70
47
92
783
153
175
328
390
26
19
123
558
1,669

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

1
   8

   △   4
   △  6
△  1
0
  5
△   7
△  1
  △  5
△ 13
△   1
△ 14
6

△　1
 △  1
△  1
 3

△ 16

職員数
対前年増減数部　　門

一般行政

特別行政

公営企業

合　　　計

■退職手当の支給割合（平成26年度）
区　分
自己都合
勧奨・定年

20年
21.620月分
27.025月分

25年
30.820月分
36.570月分

35年
43.700月分
52.440月分

最高限度
52.440月分
52.440月分

※定年前早期退職特例措置があります（2～45％）。支給割合は、国と同じです。

304,212千円
 326,407円

※上表は普通会計分を掲載しています。
※時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

■時間外勤務手当（平成25年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給年額
各年度4月1日現在（単位：人）

市職員の
給与の状況
市職員の
給与の状況

平成26年4月1日現在

平成26年4月1日現在

平成26年4月1日現在

職員の給料の状況職員の給料の状況

■初任給

　職員の給与は、職種、学歴、経験年数などにより決定され
ますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載します。

     区　　分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

採用２年経過後の給料額

184,200円

148,500円
一般行政職

■平均給料月額と平均年齢

区　　分

一般行政職

平均年齢

43.6歳

平均給料月額

329,016円

■経験年数別、学歴別平均給料月額

区　　分

大学卒

高校卒

７年以上10年未満

225,500円

184,200円

10年以上15年未満

265,600円

221,700円

15年以上20年未満

315,400円

276,500円
一般行政職

扶養手当
（月額）

特別職の報酬等の状況特別職の報酬等の状況

平成26年12月1日現在

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

区   　　　分 給料（報酬）月額
820,000円
658,000円
456,000円
411,000円
384,000円

期末手当

給 

料

報 

酬

６月期　1.40月分
12月期　1.50月分
　計　　2.90月分

52,141千円
375,112円
  12.5%

※上表は普通会計分を掲載しています。

■管理職手当（平成25年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給年額
職員全体に占める支給職員の割合

■特殊勤務手当（平成25年度実績）

手当の数（12種類）

21,583千円
100,854円
 19.2％

防疫等作業、高所作業、
用地交渉等、夜間特殊業
務、夜間看護業務、介護
等業務、行旅死病人取扱、
清掃業務等、災害・緊急
出動、救急救命処置業務、
潜水作業、火葬業務

※上表は普通会計分を掲載しています。

支給総額
１人当たり平均支給年額

職員全体に占める支給職員の割合

●人件費率(B/A)
=17.6%

歳出額（Ａ）
524億7,510万円

人件費（Ｂ）人件費（Ｂ）
92億4,262万円92億4,262万円

■お知らせします　市職員の給与の状況 給与の状況

お知らせしますお知らせします

■問合せ　市総務企画部人事課給与厚生係☎35-2163■問合せ　市総務企画部人事課給与厚生係☎35-2163

　市では、市職員の給与の実態を市民の皆さんに
ご理解いただくために、年１回その状況を公表す
ることにしています。ここでは、そのあらましに
ついてお知らせします。
　市職員の給与は、基本となる給料と、扶養手当
や通勤手当等の諸手当から構成されており、その
内容は、民間の給与水準を基にした人事院勧告や
国、県の動向を踏まえ、市議会での審議を経て、
条例で定められています。
　なお、職員の給与等の内容については、市のホ
ームページ（ページ番号000002669）にも掲載して
います。

平成26年4月1日現在
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市政情報便  市役所からのお知らせ  市役所からのお知らせ 市政情報便

年末年始の水道当番店年末年始の水道当番店
ＨＰページ番号／000007907ＨＰページ番号／000007907

水道が凍結したり、漏水の場合などは、当番店へ連絡してください。
営業時間は、午前８時から午後５時までです。
【問合せ】市上下水道部水道課（水道庁舎内） ☎35-2252

水道が凍結したり、漏水の場合などは、当番店へ連絡してください。
営業時間は、午前８時から午後５時までです。
【問合せ】市上下水道部水道課（水道庁舎内） ☎35-2252

12月31日（水）

ますだ機工
33-2245

髙橋設備
25-3311

前澤設備
23-1123

大和工業
 26-3441

畑山施設
44-3316 

川越水道
53-2528

１月１日（木）
横手水道
32-1910

佐々木水道
32-6213

平鹿設備
24-1561
　

マツノヤ
22-4184

佐々木施設
 26-3221

佐々木管工
44-3701

田代水道
53-2333

１月２日（金）
荒川施設
32-3974

新栄施設
33-2581

細谷設備
24-0159

真田設備
24-0722
貴俵電気
22-3365

大和工業
26-3441

笹山ボイラー
42-0389

川越水道
53-2528

１月３日（土）
山二施設
32-1119
高善
32-2179

井上管工
24-0036

菊地設備
24-2309

佐一設備
22-2094

佐々木施設
26-3221

松田水道
42-0966

田代水道
53-2333

１月４日（日）

柿崎水道
25-3242

佐藤施設
22-3133

大和工業
26-3441

いいつか
42-1455

川越水道
53-2528

１月５日（月）

遠藤設備
24-2550

前澤設備
23-1123

佐々木施設
26-3221

羽後設備
42-3721

田代水道
53-2333

月日地域

横  手

増　田

平　鹿

雄物川

大　森
　

十文字

山　内
　

大　雄

藤原建材店
45-5002

カマダ設備
 52-2560

大雄産業
 52-2021

佐藤設備
 52-3076

アサヒ電器
 45-2537

さとう住設
 38-8095

平成27年度　学童保育利用申込開始のお知らせ
～現在利用中の方も申し込みが必要です～  ＨＰページ番号000019294
平成27年度　学童保育利用申込開始のお知らせ
～現在利用中の方も申し込みが必要です～  ＨＰページ番号000019294

◆対 象 者／小学４年生までの児童で、放課後や学校
　　　　　　休業日に家族が仕事等の理由で家庭にい
　　　　　　ない児童
◆実 施 日／日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
◆時　　間／放課後～午後７時
            　　土曜･学校休業日は午前７時30分から
◆利 用 料／①通年利用／月額5,000円
　　　　　　②長期休みのみ利用／7,000円×日割計算
　　　　　　※複数入所の２人目以降と、ひとり親家
　　　　　　　庭の児童は半額
◆注意事項／定員を上回った場合、家庭の状況等を判
　　　　　　断し、学年の低い児童を優先します。同
　　　　　　じ小学校区に複数のクラブがある場合は
　　　　　　調整させていただくことがあります。

◆申込方法／担当課に用意している申込用紙に記入の
　　　　　　上、同居家族の勤務証明等を添付し提出
　　　　　　してください。
◆申込期間／平成27年１月５日（月）～30日（金）
　　　　　　※土日祝日を除く
◆申 込 み／各地域の担当課までお申し込みください

※平成27年４月１日より施行される子ども子育て新制
　度により、学童保育の利用対象が小学６年生までに
　なりました。しかしながら施設定員を大幅に超える
　要望があるため、当面は優先度の高い低学年および、
　４年生の受け入れとさせていただきます。ご理解の
　ほどよろしくお願いいたします。

小学校区

横手南小

朝倉小

旭小

黒川小

栄小

境町小

増田小

浅舞小

醍醐小

吉田小

雄物川小

大森小

十文字第一小

十文字第二小

植田小
睦合小

山内小

大雄小

名　　称

学童保育「みなみ」

学童保育「みなみ２」 

学童保育「わんぱく」

学童保育「あさくら」

学童保育「あさくらキッズ」

学童保育「ピノキオ」

学童保育「あさひ」

学童保育「あさひ２」

学童保育「くろかわ」

学童保育「さかえ」

学童保育「さかいまち」

学童保育「すまいるキッズ」

学童保育「ますだキッズ」

浅舞児童クラブ

醍醐児童クラブ

児童クラブ「どんぐりっこ」

にこにこキッズ雄物川（Ⅰ・Ⅱ）

にこにこキッズ雄物川（Ⅲ）

学童保育「おおもり」

学童保育「ふれあい」

第一小なかよし学級

睦小なかよし学級

なかよしクラブ

第二小なかよし学級

さくらんぼ学級

ひまわり学級

あおぞら学級

こどもセンター

実　施　場　所

横手南小学校

介護施設（ショートステイえがお）

わんぱく館

朝倉小学校敷地内

あさくら館

朝日が丘児童センター

旭ふれあい館

旧旭郵便局

黒川小学校

境町小学校

さかえ館

増田町総合子育て支援施設
増田町多目的研修センター

浅舞小学校

醍醐小学校
吉田公民館

雄物川小学校敷地内

雄物川地域局内

大森小学校敷地内

子どもと老人のふれあいセンター

十文字文化センター

十文字卓球場

十文字町幸福会館

十文字第二小学校

植田小学校
睦合小学校

山内小学校
大雄小学校敷地内

定員

20人

20人

学童保育「みなみ３」 20人
53人

60人

65人

32人

60人

20人

15人

40人

20人

40人

20人

35人

55人

55人

80人

20人

40人

20人

65人

15人

25人

25人

15人
20人

40人

65人

各地域の担当課（申込先）

健康福祉部子育て支援課☎32-2426
(Ｙぷらざ2階横手市児童センター）

　

増田地域局市民福祉課☎45-5514

平鹿地域局市民福祉課☎24-1114

雄物川地域局市民福祉課☎22-2156

大森地域局市民福祉課☎26-2115

十文字地域局市民福祉課☎42-5113

山内地域局市民福祉課☎53-2933

大雄地域局市民福祉課☎52-3905

　市では本格的な冬を前に、雪下ろし中の事故を防
ぐため、『安全な雪下ろし講習会』を開催します。
◆講習内容／命綱の結び方、はしごの正しいかけ方、
　　　　　　安全な作業の進め方、市で貸し出しす
　　　　　　る雪下ろし用具の使用方法や注意事項
　　　　　　など
◆講習時間／１時間30分程度

◆持ち物／手袋、ヘルメット（お持ちの場合）、防
　　　　　寒着
◆問合せ／   
　市消防本部警防課（条里北庁舎内）☎32-1246
　土・日・夜間は消防署、各分署まで

地　域

横　手
  　
増　田

平　鹿
　
雄物川

大　森

大　雄

十文字

山　内

　　日　時
12月21日（日）
午前10時～
12月22日（月）
午後１時30分～
12月21日（日）
午前10時～
12月23日（火）
午前10時～
12月20日（土）
午前10時～
12月21日（日）
午前10時～
12月20日（土）
午前10時～
12月21日（日）
午前９時～

　　　場　所

条里北庁舎

増田町老人憩の家

平鹿防災センター

雄物川分署

大森大雄分署

阿気土地改良区

十文字西地区館

山内学習交流センター
（南郷分館）

　　　　各地域の問合せ先
横手地域局地域振興課
横手市消防署
増田地域局地域振興課
増田分署
平鹿地域局地域振興課
平鹿分署
雄物川地域局地域振興課
雄物川分署
大森地域局地域振興課
大森大雄分署
大雄地域局地域振興課
大森大雄分署
十文字地域局地域振興課
十文字分署
山内地域局地域振興課
山内分署

☎32-2701
☎32-1138
☎45-5510
☎45-3419
☎24-1283
☎24-1119
☎22-2111
☎22-2119
☎26-2111
☎26-2121
☎52-2111
☎26-2121
☎42-5111
☎42-0332
☎53-2111
☎53-2182

安全な雪下ろし講習会を開催します安全な雪下ろし講習会を開催します ＨＰページ番号000012820ＨＰページ番号000012820

 32-0518 
東北カッターイシダ設備
33-4788

2
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（増田）

　来年の６月13日(土)・14日(日)に開催される市民総参
加型イベント『YOKOTE Ｉ believe』の発表が、11月19
日、Ｙ2ぷらざで行われました。
　新横手市の誕生10周年を記念する催しで、市内全域の
行事や芸能文化などが集結。また、Ｂ－１グランプリ出
展団体の参加や、よこてマルシェにぎわいカーニバルの
同時開催など盛りだくさんの内容です。大会会長を務め
る髙橋市長は「互いに地域の伝統を確認し合い、相乗効
果で盛り上げていきましょう」とあいさつしました。

■『YOKOTE I believe』発表会見

全市民が主役のまちづくりイベント

来年の開催に向けて市内の関係団体が一致団結

ワインで優雅なひとときを （大森）

　11月21日、十文字中学校の生徒５人が、総合学習の
時間に、和紙の原料となる楮（こうぞ）の刈り取り作
業を行いました。地域に伝わる十文字和紙について学
んでいるもので、当日は和紙職人の佐々木清男さんの
畑で、草刈りがまやのこぎりの使い方を教えてもらい
ながら、一本ずつ丁寧に刈り取りました。

地域伝統の和紙づくり学ぶ

　11月14日、大雄ホップ農業協同組合主催のキリンビ
ール初飲み会が、ゆとりおん大雄で行われました。約
200人が集まった会場は、大雄産ホップを使用したビ
ールを手に、仲間同士で「乾杯」の声が飛び交い、に
ぎやかな雰囲気に終始しました。大雄産ホップは『一
番搾り』などキリンの主力銘柄に使用されています。

　ボージョレ・ヌーヴォーが解禁された11月20日、さ
くら荘で『ワインを楽しむ夕べ』が開催されました。
会場には163人が訪れ､ 地元の食材を使用した料理と､
フランス・リヨンで16日に開催されたワインコンクー
ルで金賞を獲得したワインのフレッシュな味わいを堪
能していました。

　11月23日、市民会館でこどもオペラ『魔法の笛』が上演
されました。モーツァルトのオペラ『魔笛』を子ども向け
にアレンジしたもので、主人公が繰り広げる冒険に、客
席の子どもたちはドキドキしながら見入っていました。
　また、市内の公募による子どもたちとジュニアうたう
会の会員が舞台に出演。朝倉小６年の髙橋ひよりさんは
「今日のためにみんなで練習しました。プロと一緒に歌
う貴重な体験が、またできればいいなと思いました」と
大勢の観客の前に立った感想を話してくれました。

■こどもオペラ『魔法の笛』

プロと一緒に、堂々と舞台で歌って踊った横手の子どもたち

音楽劇の〝楽しさ〟を実感 光の散歩道が周りを照らす
■大雄イルミネーション点灯式（大雄）

　増田小学校の5年生の児童と増田高校の農業科学科
の生徒は、地域の人たちと協力して春から米作りに取
り組みました。11月25日、収穫した新米と地域の食材
を使った『まるごと増田弁当』が、増田小学校で振る
舞われ、児童や生徒たちは地域の人たちと交流を深め
ながら地産地消について学びました。

まるごと増田弁当で地産地消

幻想的な雰囲気の中で、230人の来場者がさまざまな催しを満喫カウントダウンに合わせて点灯

よ こ て アイ ビ リ ー ブ

　イルミネーション点灯リレーの第一弾となる大雄イル
ミネーションの点灯式が、11月29日、ゆとりおん大雄前
で行われました。
　はじめに、小松田大雄地域局長が「光のトンネルが魅
力のひとつ。雪が降っている時の光景もぜひご覧いただ
きたい」とあいさつ。続いて、地元の子どもたちが、ゆ
とりおん大雄の壁面に投影されたカウントダウン映像に
合わせて光を灯し、直後に花火が打ち上げられると、会
場からは拍手と歓声が沸き上りました。
　ふれあい通り前の歩道には、長さ約80㍍の光のトンネ
ルが設置され、くぐり抜けた来場者は、奥行きのある美
しい空間に魅了されていました。
　また、そばや甘酒が振
る舞われたほか、子ども
たちにはサンタさんから
プレゼントが手渡される
など、会場は多くの来場
者でにぎわいました。
　大雄イルミネーション
は、12月25日まで、午後
５時から11時の時間帯に
点灯しています。

　『第12回横手市増田民俗芸能フェスティバル』が 11月
30日、増田ふれあいプラザで行われました。増田町から
は、福嶋サイサイ囃子保存会をはじめとする４団体が参
加したほか、十文字町の仁井田番楽保存会、岩手県釜石
市の釜石虎舞・平田青虎会、花巻市の早池峰・大償神楽
保存会の合計７団体が、地域の伝統芸能を披露しました。
　後継者不足などで継承が難しくなっている各地の民俗
芸能ですが、あらためて地域の歴史や文化を伝える役割
に期待が持たれていました。 各地域の伝統芸能が披露された民俗芸能フェスティバル

伝統芸能を後世に伝える
■横手市増田民俗芸能フェスティバル（増田）

子どもたちに夢の実現に向けたメッセージを送る水野社長

■増田中学校『2014夢講座』（増田）

夢や希望をあきらめないで

　増田中学校の『2014夢講座』が11月21日、同校の体育
館で開催され、秋田プロバスケットボール株式会社の水
野勇気代表取締役社長が『バスケで秋田を元気に～ゼロ
からの挑戦～』と題して講演を行いました。
　この日は、来年度入学予定の増田小学校の６年生も参
加。水野社長は、子どもたちに「動けば変わる。まず行
動せよ。そして努力せよ。たとえ失敗しても経験になり
自信につながる」と話し、夢に向かって努力することの
大切さを伝えました。

仁井田番楽保存会仁井田番楽保存会

釜石虎舞・平田青虎会釜石虎舞・平田青虎会

（十文字） （大雄）大雄産ホップの味楽しむ

戸波郷土芸能保存会戸波郷土芸能保存会



市報よこて 10No.221  2014(       26　).12.15平成　 年市報よこて11 2014(       26　).12.15   No.221平成　 年

市政情報便  市役所からのお知らせ  市役所からのお知らせ 市政情報便

　農業・商店などの経営、駐車場・貸家の賃貸など
事業に用いる構築物・機械・備品等を償却資産とい
い、土地や家屋と同じように固定資産税が課税され
ます。償却資産の所有者は、毎年、市に申告が必要
です。法人や個人事業者（農業を除く）で、平成26
年度に事業用の申告をした方は、12月上旬にお送り
した申告書で申告してください。また個人農家の方
は、市報12月15日号と一緒に配布する農業用償却資
産申告書で申告してください。
   新しく事業を始めた方や、平成26年中に償却資産
がなくなった方も申告が必要です。申告書は、下記
『提出先』に用意しています。また、市のホームペ
ージからもダウンロードできます。
◆対 象 者／毎年１月１日現在の償却資産の所有者
◆申告資産／土地および家屋以外の有形固定資産で
　所得税法または法人税法の所得計算上、減価償却
　の対象にできる資産
◆評価額の算出方法／取得時期、取得価格、耐用年
　数や経過年数から評価額（価格）を算出します。
◆免 税 点／課税標準額の合計額が150万円未満の
　場合は課税されません。
◆提出期限／平成27年２月２日（月）
◆提 出 先／市財務部資産税課（市役所本庁舎内）        
   　　　　　または各地域局地域振興課税務防災係
                 （横手地域を除く）
◆問 合 せ／市財務部資産税課（市役所本庁舎内）
           　　 ☎32-2767

 償却資産の申告をお忘れなく!  
                                ＨＰページ番号／000012564
 償却資産の申告をお忘れなく!  

                                ＨＰページ番号／000012564

①横手地域の申告会場が変わります
・条里南庁舎講堂（横手市条里一丁目1番64号）にな
　ります。
※申告期間中、市役所本庁舎および市民税課窓口で
　は、申告相談は行いませんのでご留意ください。
　横手以外の各地域局の申告会場は、これまでと変
　更ありません。
②受付時間が延長されます
・すべての会場で午後の受付時間を30分延長し『午
　後１時から３時30分まで』とします。
③送迎車の利用が予約制になります
・各公民館（黒川・境町・栄・旭・金沢）から条里
　南庁舎までの送迎車を利用する場合は、事前に利
　用申し込みが必要になります。申し込みがない場
　合は運行しません。
◎申告相談の日程や送迎車の運行時間、利用申込方
　法については、市報１月15日号の折り込みチラシ
　でお知らせする予定です。
◆問合せ／市財務部市民税課（市役所本庁舎内）
           　 ☎32-2510

 平成27年度市県民税の
申告相談について                                
 平成27年度市県民税の
申告相談について                                

　 （財）高橋誠悦育英会では、大学生に対しての奨学
金制度を設けています。特別な場合を除いて返還の
必要はありませんので、ご活用ください。
◆対象者／①横手市出身者
   ②文部科学省所管の国・公立・私立大学の大学生
　③学業、人物とも優秀で、向学心に富み、最短修
　　学年限で卒業の見込みがある方
　④学資の支出が困難な方
◆給付金額／年額10万円
　※ほかの奨学金との併願も可能です　
◆定員／８人程度　
◆申込方法／申請書類は、窓口で直接、または郵送
　により請求できます。郵送の場合は『奨学金給付
　願書請求』　と記入し、120 円分の切手を同封して
　ください。奨学金給付願等の用紙はホームページ
　からもダウンロードできます。
◆申込期間／１月20日（火）～　３月24日（火）
◆申込み／〒013-0105　横手市平鹿町浅舞字釜池175  
　横手市教育センター内
　（財）高橋誠悦育英会事
　務局
   ☎24-3950

奨学金制度のお知らせ奨学金制度のお知らせ

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　 32-2402　問合せ 教育総務課 　 32-2402●

11月
ＨＰページ番号000014583ＨＰページ番号000014583

■11月定例教育委員会の審議内容（11月17日）
◎横手市社会教育委員の委嘱　　社会教育委員の欠
　員に伴い、新たに委嘱したもの
◎石坂洋次郎文学記念館施設運営協議会委員の委嘱
　　　同運営協議会委員の任期満了に伴い、新たに
　委嘱したもの
◎横手市行政組織条例等の一部を改正する条例に関
　する意見の申出　　組織機構の再編を行うため、
　現行条例の一部を改正するもの　　　　ほか１件

　教育委員会の事業などを紹介している『よこてＢＯＥ
チャンネル』を横手かまくらＦＭ（77.4MHz）で毎週第１、
３火曜日、午前７時30分から放送しています。ぜひお聞き
ください。

ホームページは『高橋誠悦
育英会』で検索できます

検索高橋誠悦育英会

　新春のあいさつと情報交換の場として
新春賀詞交歓会を開催します。
　市民のみなさんをはじめ、会社や事業
所、官公庁の方など、どなたでも参加で
きます。鏡開きや物産紹介など、にぎや
かに行いますのでぜひお越しください。
◆日　時／平成27年１月５日（月）午後３時30分～５時
◆場　所／浅舞公民館
◆会　費／ 1,500 円（軽食と飲み物付き）
◆問合せ／市総務企画部秘書広報課（市役所本庁舎内）
　　　　　☎35-2189

平成27年 横手市新春賀詞交歓会

◆職種・採用予定人数
　【理学療法士または作業療法士】１名程度
　【看護師】若干名
◆受験資格
【理学療法士または作業療法士】
　昭和44年４月２日以降に生まれた方で理学療法士ま
　たは作業療法士の資格を有する方
　【看護師】
　昭和49年４月２日から平成６年４月１日までに生ま
　れた方で看護師資格を有する方、または平成27年３
　月末までに取得見込の方
◎いずれの職種も勤務先は、市の社会福祉施設です。
◆試験日・場所
　平成27年２月８日（日）・市役所本庁舎

◆試験内容
　個人面接、教養試験、小論文
◆受験申込期限
　平成27年１月９日（金）※当日消印有効
◆申込み
　〒013-8601　横手市中央町８番２号　
　横手市総務企画部人事課　☎35-2163

※出願書類を郵便で請求する場合は、封筒の表に『職
　員採用試験申込用紙請求』と朱書きし、宛て先を明
　記して140円切手を貼った返信用封筒（角形２号）を
　同封のうえ、市役所人事課にお送りください。申込
　用紙等は市のホームページからもダウンロードでき
　ます。

　～平成27年4月採用～
   横手市職員（理学療法士または作業療法士、看護師）を募集します
　～平成27年4月採用～
   横手市職員（理学療法士または作業療法士、看護師）を募集します ＨＰページ番号000018251ＨＰページ番号000018251

　平成27年1月から、健康保険制度の改正により、70歳
未満の方の高額療養費の自己負担限度額が下記のよう
に変わります。なお、70歳以上75歳未満の方の自己負
担限度額に変更はありません。
◎高額療養費が変わるため、『限度額適用認定証』を
　更新します
　現在お持ちの限度額適用認定証（住民税非課税世帯
の方は限度額適用・標準負担額減額認定証）の有効期

限は、12月31日ですので、平成27年１月１日から使用
する認定証を12月中旬から下旬に郵送します。平成27
年１月からは新しい認定証を医療機関窓口に提示して
ください。
※今回の更新対象は70歳未満の方になります。
◆問合せ／市市民生活部国保年金課（市役所本庁舎内）          
　　　　　☎35-2186

国民健康保険にご加入の皆さんへ
平成27年１月から高額療養費が変わります

国民健康保険にご加入の皆さんへ
平成27年１月から高額療養費が変わります

ＨＰページ番号／000019267ＨＰページ番号／000019267

【３回目まで】
252,600円＋（総医療費－
842,000円）×１％
【４回目以降】140,100円

【３回目まで】
167,400円＋（総医療費－
558,000円）×１％
【４回目以降】93,000円

【３回目まで】
80,100円＋（総医療費－
267,000円）×１％
【４回目以降】44,400円

【３回目まで】57,600円
【４回目以降】44,400円
【３回目まで】35,400円
【４回目以降】24,600円

基礎控除後の所得
901万円超

基礎控除後の所得
600万円超～901万
円以下

基礎控除後の所得
210万円超～600万
円以下

基礎控除後の所得
210万円以下

住民税非課税

【３回目まで】
150,000円＋（総医療費－
500,000円）×１％
【４回目以降】83,400円

【３回目まで】
80,100円＋（総医療費－
267,000円）×１％
【４回目以降】44,400円

【３回目まで】35,400円
【４回目以降】24,600円

【上位所得者】
基礎控除後の所得
600万円超

【一般所得者】
基礎控除後の所得
600万円以下

【住民税非課税世帯】
住民税非課税

所得要件　 過去1年間の１世帯あた
りの高額療養費支給回数

過去1年間の１世帯あた
りの高額療養費支給回数

所得要件　

旧（平成26年12月まで） 新（平成27年１月から）（限度額は月額） （限度額は月額）
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男
女（
初
心
者
除
く
）

◆
参
加
費
／

　

入
会
金
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
１
，
５
０
０
円

　

の
ほ
か
、
１
回
に
つ
き
３
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
平
成
27
年
１
月
６
日

　
（
火
）

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
横
手
公
園
ス
キ
ー
場

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
３
３
‐
２
１
０
２

　
　
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。

【
①
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
】

◆
期
日
／
平
成
27
年
１
月
６
日（
火
）

　

〜
８
日（
木
）

【
②
ク
ロ
ス
施
工
基
礎
講
習
】

◆
期
日
／
平
成
27
年
１
月
15
日（
木
）

　

・
16
日（
金
）

【
③
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業

　
主
任
者
技
能
講
習
】

◆
期
日
／
平
成
27
年
２
月
19
日（
木
）

　

・
20
日（
金
）※
申
し
込
み
は
１
月

　

末
で
締
切

《
共
通
事
項
》

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
定
員
／
①
20
人
、
②
③
10
人

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校

　

☎
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　　           
  　

　
　
　

　
　

　
　
無
料
法
律
相
談
を
利
用
し
て

　
　
み
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
前
に

相
談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
無
料
法
律
相
談
】

　

金
銭
、
土
地
、
家
屋
、
損
害
賠
償

等
の
法
律
一
般
に
つ
い
て
の
困
り
ご

と
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

◆
相
談
日
／
毎
月
第
３
水
曜
日

◆
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時
※
一
人

　

30
分
以
内

◆
場
所
／
市
役
所
本
庁
舎
１
階

【
心
の
健
康
づ
く
り
無
料
法
律
相
談
】

　

多
重
債
務
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
等
の

困
り
ご
と
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

◆
相
談
日
／
毎
月
第
４
水
曜
日

◆
時
間
／
午
後
１
時
〜
３
時
15
分
※

　

一
人
30
分
以
内

◆
場
所
／
担
当
弁
護
士
の
事
務
所

《
共
通
事
項
》

◆
定
員
／
先
着
４
人
※
事
前
予
約
制

　

で
、
利
用
回
数
は
年
１
回
ま
で

◆
申
込
み
／
市
市
民
生
活
部
く
ら
し

　

の
相
談
課
☎
３
５
‐
４
０
９
９

　
　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

　
　
簿
登
載
申
請
書
の
提
出
を

　

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権
を
お

持
ち
の
方
は
、
毎
年
、
申
請
が
必
要

で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
12
月
下

旬
ま
で
に
、
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
選
挙
人
名
簿
は
、
こ
の
申
請
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
の
で
、
期

限
内
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
が
届
か
な
か
っ
た
場
合
は 

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法
／
申
請
書
に
所
定
事
項

　

を
記
入
の
上
、
同
封
の
返
信
用
封

　

筒
で
郵
送
す
る
か
、
農
業
委
員
会

　

事
務
局（
横
手
地
域
局
管
内
の
方
）

　

ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設
課
に

　

提
出
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限
／
平
成
27
年
１
月
10
日

　
（
土
）必
着

◆
問
合
せ
／
農
業
委
員
会
担
当

【
横
手
☎
３
５
‐
２
１
７
２
】

【
増
田
☎
４
５
‐
５
５
１
５
】

【
平
鹿
☎
２
４
‐
１
１
１
８
】

【
雄
物
川
☎
２
２
‐
２
１
８
７
】

【
大
森
☎
２
６
‐
２
１
１
６
】

【
十
文
字
☎
４
２
‐
５
１
１
９
】

【
山
内
☎
５
３
‐
２
９
３
４
】

【
大
雄
☎
５
２
‐
３
９
１
３
】

　
　
障
が
い
者
総
合
相
談
会

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族

の
、
悩
み
ご
と
な
ど
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
専
門
の
相
談
員

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に

相
談
内
容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
平
成
27
年
１
月
８
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
2Ｙ
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
４

◆
申
込
み
／
横
手
市
自
立
支
援
協
議

　

会
（
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　

内
）
☎
３
５
‐
２
１
３
２

　
　
平
鹿
創
作
館
ま
つ
り

　

創
作
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
が
手
が
け
た
、
赤
飯
や
お
菓
子
な

ど
の
食
品
と
、
し
め
縄
な
ど
の
民
芸

品
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
白
鳥
健

太
郎
さ
ん
の
歌
謡
&
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
19
日（
金
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
平
鹿
農
家
高
齢
者
創
作
館

　
（
醍
醐
郵
便
局
前
）

◆
問
合
せ
／
平
鹿
地
域
局
産
業
建
設

　

課
☎
２
４
‐
１
１
１
８

　
　
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
コ
ン
サ
ー
ト

　

雄
物
川
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も

一
緒
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
12
月
23
日（
火
・
祝
）午
後

　

１
時
30
分
開
演（
午
後
1
時
開
場
）

◆
場
所
／
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー
ホ
ー
ル

◆
問
合
せ
／
雄
物
川
生
涯
学
習
セ
ン

　

タ
ー
☎
２
２
‐
５
５
３
５
　
　

　
　
し
め
縄
リ
ー
ス
教
室

　

お
正
月
は
、
手
作
り
リ
ー
ス
で
玄

関
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
昼
は

『
だ
ま
こ
汁
』を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
21
日（
日
）

【
一
部
】
午
前
10
時
〜
正
午

【
二
部
】
午
後
1
時
30
分
〜
３
時

◆
場
所
／
旭
ふ
れ
あ
い
館

◆
参
加
費
／
５
０
０
円

◆
対
象
・
定
員
／

【
一
部
】
子
ど
も
と
保
護
者
・
12
組

【
二
部
】
ど
な
た
で
も
・
12
人

◆
申
込
期
限
／
12
月
19
日（
金
）

◆
申
込
み
／
旭
公
民
館

　

☎
３
６
‐
１
１
０
０

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

【
Ａ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
】

◆
日
時
／
平
成
27
年
１
月
３
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

◆
場
所
／
エ
リ
ア
な
か
い
ち
・
に
ぎ

　

わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ（
秋
田
市
中
通
）

◆
参
加
費
／
無
料

【
学
卒
集
中
支
援
コ
ー
ナ
ー
】

　

来
春
卒
の
学
生
、
生
徒
お
よ
び
保

護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
『
未
内
定

就
活
生
へ
の
集
中
支
援
』
を
行
い
ま

す
。
平
成
27
年
３
月
末
ま
で
、
各
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
『
学
卒
集
中
支
援
コ

ー
ナ
ー
』
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
支
援
内
容
／

　

◎
求
人
情
報
の
提
供

　

◎
応
募
書
類
の
添
削
と
面
接
指
導

　

◎
個
別
求
人
開
拓

《
共
通
事
項
》

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手　

　

☎
３
２
‐
１
１
６
５

　
　
国
民
年
金
基
金
の
ダ
イ
レ
ク

　
　
ト
メ
ー
ル
の
ご
確
認
を
　

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行

う
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
基
本
型

は
65
歳
受
給
開
始
で
す
が
、
２
口
目

以
降
に
60
歳
か
ら
支
給
の
タ
イ
プ
も

あ
り
ま
す
。
１
月
上
旬
に
、
加
入
対

象
者
あ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
詳
し
い

資
料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

　
　
財
務
省
東
北
財
務
局
『
講
師

　
　
を
派
遣
し
ま
す
』

　

財
政
・
経
済
・
金
融
・
国
有
財
産

な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
職
場
研
修
や
地

域
グ
ル
ー
プ
の
勉
強
会
な
ど
に
、
講

師
を
派
遣
し
ま
す
。
講
演
料
、
交
通

費
等
の
費
用
は
一
切
不
要
で
す
。
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
講
演
テ
ー
マ
例
／

　

◎
考
え
て
み
よ
う
日
本
の
財
政

　

◎
秋
田
県
の
経
済
に
つ
い
て

　

◎
金
融
犯
罪
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

◎
私
た
ち
の
ま
ち
の
身
近
な
国
有

　
　

財
産
な
ど

◆
問
合
せ
／
東
北
財
務
局
秋
田
財
務

　

事
務
所
総
務
課

　

☎
０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
１

情報～information～

情報情報
informationinformation

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

講　
座
講　

座

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

催　
し

催　
し

相　
談

相　
談

　冬期間は灯油を使う機会が多くなります。毎年この時
期になると、不注意による油の流出や、小分け中の油漏
れ事故が多発しています。事故を起こすと油の回収・処
理に多大な費用がかかります。
◆油漏れに気づいたら／灯油を側溝や河川等に流出させ
　てしまったら、お近くの消防署、警察署、市役所各地
　域局等へご連絡ください。
◆問合せ／市消防本部予防課☎32‐1218
　　　　　市市民生活部生活環境課☎35‐2184

家庭用ホームタンク等の　油漏れ事故に注意家庭用ホームタンク等の　油漏れ事故に注意
　年末の交通安全運動が実施されています。皆さん、
交通事故に遭わないように十分注意してください。
◆期間／12月20日（土）まで
◆運動の重点／
　◎冬道の安全運転　◎飲酒運転の
　根絶　◎全座席のシートベルト着
　用とチャイルドシートの正しい着
　用の徹底　◎踏切事故の防止
◆問合せ／横手警察署☎32‐2250

　寄贈された絵本は、幼稚園・保育所など
に配布して再活用します。

【募集する本は、乳幼児向け・小学校低学年向けの絵
　本で、傷みが少なく再利用に十分耐えられるもの】

◆受付窓口／県立図書館または、市内各地域の市立図
　　　　　　書館で通年受け付けしています。
◆問合せ／県企画振興部総合政策課☎018‐862‐5200

「スギッチリサイクル文庫」へ　
　　不要な絵本をお譲りください
「スギッチリサイクル文庫」へ　
　　不要な絵本をお譲りください

　12月31日までは通常通り収集します。１月５日か
ら受け入れと収集を再開します。休業期間中は、ご
不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。
◆休業期間／１月１日（木）～４日（日）
◆問合せ／
　◎ごみ収集　   市市民生活部生活環境課☎35‐2184
　◎ごみ受け入れ　東部環境保全センター☎33‐3996
　　　　　　　　　南部環境保全センター☎42‐1403
　　　　　　　　　西部環境保全センター☎26‐2108

年末の交通安全運動の実施年末の交通安全運動の実施

年末年始のごみ収集等のお知らせ年末年始のごみ収集等のお知らせ 平成27年 横手市消防出初式日程平成27年 横手市消防出初式日程

大　森
　

山　内

大　雄
　
平　鹿

十文字

増　田
　　

雄物川

横　手

観閲 大森庁舎前    
式典 大森コミュニティセンター

観閲 山内体育館前
式典 山内体育館

観閲 大雄庁舎前
式典 大雄交流研修館
観閲 浅舞公民館前
式典 浅舞公民館
観閲 十文字町幸福会館前　
式典 十文字文化センター
観閲 増田ふれあいプラザ駐車場
式典 増田ふれあいプラザ

観閲 雄物川体育館
式典 雄物川体育館
観閲 横手体育館前駐車場
式典 条里南庁舎

 9：20
10：00
10：15
10：30
13：00
14：30
13：00
14：00
13：10
14：30
 9：15
10：00
13：50
14：00
 9：30
10：00

地 域 期 日 時 間 観閲および式典会場

◆問合せ／市消防本部総務課☎32‐1111
　　　　　または各地域局地域振興課

１月４日（日）

１月5日（月）

１月６日（火）
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地域からのお知らせ

コミュニティハウス  ね・ま～れ『イベント案内』
【メルヘンの世界『詩と絵の作品展』】
●日時／12月17日(水)～26日(金)午前10時～午後５時､
１月８日(木)～10日(土)午前10時～午後４時※初日は午
後１時から、最終日は午後２時まで　●入場料／無料●
場所・問合せ／ね・ま～れ（十文字）☎42-5320
※ね・ま～れは火曜休館です。また、12月27日(土)～１
月７日(水)にかけて休館します。

クリスマスキャンドルサービス
　街のにぎわいから離れて、いつもとちがうクリスマス
を過ごしてみませんか。キャンドルの灯りの中、静かに
響く聖書朗読と賛美歌の声。温かいドリンク付きです。
●日時／12月23日(火･祝)午後４時30分～５時30分　●場
所／十文字教会(こひつじ幼稚園隣)　●参加費／無料●
問合せ／齋藤さん ☎42-3852

みんなで歌う『クリスマスキャンドルサービスのつどい』
　天から届くメロディーで、心休まるひとときを一緒に
過ごしてみませんか。また、終了後にはお茶会を開催し
ますので、ぜひご参加ください。
●日時／12月23日(火･祝)午後７時～８時 ●参加費／無
料※子どもたちにプレゼントあり ●場所・問合せ／秋南
教会 横手会堂(前郷字下横山48-3)安藤さん ☎32-6362

羽後薬草生産組合『薬草栽培普及説明会』
　県南地域での栽培産地の確立と普及拡大のため、生産
組合での栽培経験を基に、引取り価格や留意点などにつ
いて説明します。どなたでも参加できます。
●日時／12月23日(火･祝)午前10時30分～午後０時30分
●場所／交流文化施設『美里音(みりおん)』(羽後町貝沢十
三本塚111-1)　●参加費／無料　●申込み･問合せ／羽後
町薬草生産組合佐藤さん ☎080-1824-5151

よこて農家塾１月例会『河北地域の文化と歴史』
●日時／１月10日(土)午前10時～　●講師／河北新報社
記者 喜田浩一氏　●場所／グリンポート杉沢　●参加費
／500円　●申込み／小田嶋さん ☎33-0897

第123回 南の館『月例市民将棋大会』
●日時／１月４日(日)午前10時～ ●場所／十文字文化セ
ンター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円(昼食､
賞品､参加賞付) ●問合せ／佐藤さん ☎090-3365-2720

歌の好きな人集まれ!!『思いっきり歌声喫茶』
　リクエスト曲の受付の他、スクリーンに合わせて楽器
と歌の練習を行います。
●日時／１月８日(木)午後７時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●演奏曲／北の旅人、冬景色、雪が降る ほか20曲以上
●参加費／1,000円(飲み物･洋菓子付)※要予約 ●申込み
／ＮＰＯヒューマニティコミュニケーション(煉瓦屋内)
☎33-2811

雪よせ・肩こり腰痛予防体操講座
●日時／１月９日(金)午後６時30分～８時30分　●場所
／Ｙ2ぷらざ３階　●受講料／1,000円※要申込み　●問合
せ／ラジカスキー真紀子さん ☎090-4674-0310

いどばたプラザいどばたプラザ
　『いどばたプラザ』は市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲
載するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の『20日前
まで』に内容がわかるものを広報係(連絡先は最終ページに掲載)
にお寄せください。ただし、１月15日号は12月19日(金)が締め切
りとなりますのでご了承ください。

『こどもこそミライ』上映会『こどもこそミライ』上映会
　幼稚園での子どもたちの日常を追って､
新しい保育のかたちを問う、感動のドキ
ュメンタリー映画を上映します。
◆日　時／１月18日(日)１回目：午前10時
　　　　　30分～､２回目：午後１時30分～
◆会　場／大曲市民会館(小ホール)
◆入場料／前売り500円、当日800円
　　　　　※高校生以下無料
◆問合せ／手をつなごう『こどもこそミライ』上映プロ
　　　　　ジェクト 代表 田口さん ☎090-4319-5625

 療日診 ご利用前にご確認ください

増田町診療所(耳鼻咽喉科）
　12月17･24日、1月7日(水)
　／14:00～15:30
大沢診療所(内科）
　12月22日(月)
　／13:30～15:00

三又へき地診療所(内科）
　12月16日(火)
　／13:30～16:30
上平野沢へき地診療所(内科）
　12月18･25日(木)
　吉谷地／13:00～15:00
　山内武道／15:10～17:00

 館日休 ご利用前にご確認ください

横手図書館
　12月17･24日
増田図書館
　12月15･22日
平鹿図書館
　12月16･23日
雄物川図書館
　12月17･24日
大森図書館
　12月16･23日
十文字図書館
　12月17･24日
※６図書館共通休館
　12月29～31日､1月1～3･5日
山内図書室
　12月20･21･23･27～31日､
　1月1～4日
大雄図書室
　12月21･23･29～31日､
　1月1～3日
雄物川郷土資料館
　12月15･22･24･29～31日､
　1月1～3日
ゆっぷる
　12月17日
ゆとり館
　12月16･23･30･31日､
　1月1･6日

えがおの丘
　12月15･22日､1月5日
大森健康温泉
　12月15･22･29～31日､
　1月1･2日
ゆとりおん大雄
　12月18日
健康の駅トレーニングセンター
〈東部〉12月15～17･23･24･
　　 29～31日､1月1～3日
〈西･南部〉12月20･21･23･27～
　　　 31日､1月1～4日
子どもと老人のふれあいセンター
　12月15･22･29･31日､
　1月1～3･5日
南部シルバーエリア
　12月15･22･29･31日､
　1月1･5日
※プール休館
　12月29～31日、
　1月1･2･5日

受付献血日程献血日程 400ml献血に
 ご協力ください

種類月日・地域 実　施　場　所 受付時間

15:30～16:15

12月16日(火)
大　森 ＪＡ秋田ふるさと営農経済部

㈱ヌイテックコーポレーション
横手市役所大森庁舎

大森町高齢者等保健福祉センター
14:00～14:30
12:15～12:45
 9:45～10:45

全血
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後三年合戦絵詞の世界展 in 雄物川郷土資料館
　 ▼～23日、9：00～17：00、（入館は16：30まで）
大雄イルミネーション
　 ▼～25日、17：00～23：00、ゆとりおん大雄前
おおもりケヤキ並木イルミネーション
　 ▼～1月12日、17：00～23：00、大森地域局前
おものがわイルミネーション
　 ▼～1月12日、17：00～23：00、雄物川地域局前
　行 雄物川地域局特別会議室 ▼10：00～12：00
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館） ▼9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 本庁舎(かまくら館隣)
　　 ▼13：00～15：00、市くらしの相談課☎35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター(ゆとり館)
Ｙ８サミット 創快 横手市議会（中学生議会）

　 ▼13：30～15：10、本庁舎6階 議場（傍聴席は7階）
平鹿創作館まつり ▼詳しくは12ページ
　法 大森コミュニティセンター
　　 ▼10：00～12：00、社協・大森福祉センター☎26-3274
ウオーキングデー『ぬぐぬぐ雪んこコース』
　 ▼9：00～、かまくら館集合
雄物川北小学校閉校式典 ▼10：00～、雄物川北小学校
第27回槻の木光のファンタジー点灯式
横手市スポーツ交流大会『スマイルボウリング』
　 ▼14：00～17：00、大森体育館
　急 平鹿総合病院(鈴木医師・高橋医師※１)☎32-5124
　急 小田嶋まさる内科(横手)☎38-8951
　児 平鹿総合病院(小山田医師)☎32-5124

第21回白衣のクリスマスコンサート
　急 澤口内科医院(横手)☎56-6060
　人 条里南庁舎 ▼9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター

　行 本庁舎(かまくら館隣)1階総合案内 ▼13：00～15：00

国民文化祭を振り返る上映会 ～魅せます横手で文化
の力！～ ▼詳しくは3ページ
　急 市立横手病院(小山医師)☎32-5001
　急 佐々木医院分院(雄物川)☎22-5557
　児 平鹿総合病院(石橋医師)☎32-5124

　急 雄物川クリニック(雄物川)☎22-5511　

　急 平鹿総合病院(鈴木医師)☎32-5124

　急 市立横手病院(下田医師)☎32-5001

横手市消防出初式 ▼～6日、詳しくは13ページ
　急 下田内科消化器科医院(増田)☎45-5001
　児 平鹿総合病院☎32-5124
横手市新春賀詞交歓会 ▼詳しくは11ページ
三助稲荷神社梵天奉納

　 ▼10：00～、川西小学校跡地～三助稲荷神社（大森町川西）
　法 十文字町幸福会館
　　 ▼10：00～12：00、社協・十文字福祉センター☎42-5858
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1月1日～3日の
　休日救急当
番医の診療時
間は､午前9時
～午後1時です｡

急

12.15　1.512.15　1.5災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで ！！

【無料相談】  行…行政  法…法律（要予約）人…人権  
      　　         心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／社協各福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　 　　※１…12月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 本庁舎１階相談窓口☎32-2111（内線8528）
　・毎週月曜～木曜 9：30～12：00／13：00～15：30

心
法 人

急

児

行
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月21日(日)「ヒックとドラゴン」　　　　　　　 【98分】
12月23日(火)「カンフーパンダ」　　　　　　　　 【92分】
１月４日(日)「崖の上のポニョ」　　　　　　　  【101分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)無料映写会 ～ 南部シルバーエリア(大森町)
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／☎26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※11月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口
総数　 96,072人（-112) ／ 34,567世帯( -9）
　男　 45,508人（ -52）
　女　 50,564人（ -60）
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槻の木光のファンタジー
■12月20日(土)～１月11日(日)
　平鹿地域のシンボル『槻
の木』が、高さ約40㍍の巨
大なクリスマスツリーに生
まれ変わります。３万球を
超えるＬＥＤが琵琶沼周辺
をライトアップし、幻想的
な空間を作り出します。
◆点灯時間／17：00～0：00
　※12月24日(水)･31日(水)  
　　は翌2：00まで点灯
◆場　所／平鹿地域局そば
スタンプラリー連携『イルミネーション点灯式』
◆点灯式／12月20日(土)17：00～18：00頃
◆内　容／子どもへのお菓子プレゼントや、ハ
　　　　　ンドベル演奏、打ち上げ花火などを
　　　　　行います。
◆場　所／平鹿地域局前
◆問合せ／平鹿地域局産業建設課 ☎24-1118

イルミネーション点灯リレー第４弾

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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ピック
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白衣のクリスマスコンサート

■12月23日(火)15：00～15：45
　入院などでクリス
マスを自宅で過ごす
ことができない方々
に、クリスマス気分
を味わってもらおう
と始めたコンサート
は、今年で21回を数
えます。恒例の病院
職員によるハンドベル演奏や合唱の他、地元の
マンドリンクラブの皆さんによる演奏も披露し
ます。地域の皆さんも、コンサートで一緒に楽
しい時間を過ごしましょう｡
◆場　所／市立横手病院１階 外来待合ホール
　　　　　(外科外来前)
◆問合せ／市立横手病院 ☎32-5001

　年末年始は下記の日程で休館いたします。
【Ｙ2ぷらざ１階～３階】
◆休館日／12月30日(火)～１月２日(金)
【Ｙ2ぷらざ４階】
◆休館日／12月29日(月)～１月３日(土)
◆問合せ／Ｙ2ぷらざ ☎32-2418

Ｙ2ぷらざ 休館日のお知らせ


